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定例会の概要

定例会情報
　本定例会は、令和８年度当初予算のほか、飛騨市公平委員会委員などの選任などを審査するため２月 24 日か
ら３月 17 日までの 22 日間の会期で開催しました。なお、上程された、条例改正や当初予算などの承認２件、
議案 40 件、発議１件については、すべて原案のとおり承認、同意、可決としました。
　本会議、委員会審査での質疑応答の主なものは次のとおりです。
　すべての審議案件ではなく内容を集約して掲載しております。

令和8年 第２回定例会（２月24日～３月17日）

医療・福祉・保育に関すること

国民健康保険に関すること

・ 議案第 18 号　飛騨市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について
　子ども・子育て支援法に基づく特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定めるための制定
Ｑ特定乳児等通園支援事業は保育ママのようなことか
Ａ：一時保育に近い制度で、保育園に預かりつつ相談するもの
・ 議案第 19 号　飛騨市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て
　　　　　　　　支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
　児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する
　内閣府令が公布され、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て
　支援施設等の運営に関する基準が改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの
・ 議案第 20 号　飛騨市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
　　　　　　　　する条例について
　児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する
　内閣府令が公布され、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準が改正されたことに伴い、
　所要の改正を行うもの
Ｑ虐待通報の窓口と対応体制について
Ａ：市の場合は子育て応援課が窓口となり、認可保育園の場合は県も関わることになる
・ 議案第 21 号　飛騨市国民健康保険病院事業及び飛騨市国民健康保険直営診療所の使用料並びに
　　　　　　　　手数料条例の一部を改正する条例について
　飛騨市民病院栄養サポートチームが外部の方に研修指導を開始するにあたり、その手数料を新た
　に設けるための改正
・ 議案第 22 号　飛騨市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
　　　　　　　　を改正する条例について
　児童福祉法等の一部を改正する法律により、放課後児童健全育成事業及び運営に関する基準が
　改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの
Ｑ地域限定保育士制度の対応について
Ａ：岐阜県ではまだ制度化されておらず、児童クラブの指導員については充足している　　

・ 議案第 17 号　飛騨市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律により「子ども・子育て支援納付金」が徴収
　されること及び「令和８年度税制改正の大綱」において中低所得者層の負担や物価高の影響
　に配慮し、国民健康保険税において所要の改正が行われることから、国民健康保険料につい
　ても同様の措置を講ずることを踏まえ、国民健康保険法施行令及び国民健康保険の国庫負担
　金等の算定に関する政令の一部を改正する政令が交付されたことにより所要の改正
Ｑ子ども子育て支援給付金を国保料に上乗せすることの妥当性について
Ａ：理屈としては筋違いであるが、国の制度決定に基づき対応せざるを得ない
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火災予防に関すること

・議案第 24号　飛騨市火災予防条例の一部を改正する条例について
　簡易サウナ設備の追加に伴い対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気具等の取扱い
　に関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令及び対象火気設備等及び
　対象火気具等の離隔距離に関する基準の一部を改正する件が公布されたことに伴い、所要の改正
　を行うもの

市民サービスに関すること

廃棄物処理に関すること

畜産に関すること

市道に関すること

観光施設に関すること

・議案第 13号　飛騨市手数料徴収条例の一部を改正する条例について
　これまで窓口や賦課業務で使用してきた地番現況図が閲覧できるシステムをインターネット上で
　公開し、24 時間いつでもどこでも利用できるサービスへと見直すことで、業務の効率化と市民の
　利便性向上を図るため、土地公図の閲覧及び写しの交付の廃止に伴う改正
Ｑ土地公図の閲覧はどうなるのか
Ａ：地番現況図の閲覧及び写しの交付で代替とするが、公図が必要な場合は法務局を案内することに
　　なる
・議案第 14号　商工業生産設備等に対する飛騨市税の特例に関する条例の一部を改正する条例について
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づく課税免除となる対象資産を拡充する改正

・議案第 25号　飛騨市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
　本年４月１日よりプラスチック一括回収を開始することに伴う改正
Ｑプラスチック製品が 100％でないものとは
Ａ：バケツで取っ手が鉄、本体がプラスチックの場合、木材が付着したプラスチックおもちゃなどが
　　該当し、そうしたものは分けて出すよう市民に周知する予定である

・議案第 27 号　飛騨市家畜診療所設置条例の一部を改正する条例について
　家畜診療所の位置及び妊娠診断に関する金額の変更並びに時間外診療費に関する規定の追加に伴う
　改正

・議案第 28号　市道路線の廃止について
　市道中野 23 号線の沿線に大規模特定河川事業に伴い工場が移転するため、既存の道路を付替えし
　利便性を向上させるため市道を廃止するにあたり、議決を求めるもの
Ｑ除雪はどうするのか
Ａ：元々市道中野 23号線は除雪を行っていないので今後も行わない

・議案第 29号　飛騨市観光施設条例の一部を改正する条例について
　数河グラウンド等を日の出や日没の状況に応じ使用時間を弾力的に設定できるようにするための
　改正及びホテル季古里等を様々な利用者ニーズに応えられるよう貸室等の使用料を新たに設ける
　ための改正
Ｑ１室当たりの使用料算出根拠は
Ａ：部屋の大きさで分類している
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基金に関すること

・議案第 12号　飛騨市積立基金条例の一部を改正する条例について
　４年制私立大学コ―・イノベーション大学が令和８年４月から開学することに伴い、基金の名称
　及び目的を改めるための改正
Ｑふるさと納税による基金の積立額と実績について
Ａ：積立額は３億 2,000 万円、支出は市道整備費で 1,370 万円である

公計画に関すること

・議案第７号　飛騨市公契約条例の一部を改正する条例について
　下請代金支払遅延等防止法及び下請中小企業振興法の一部を改正する法律の施行により、下請
　代金支払遅延等防止法が改正されたことに伴い、所要の改正を行うもの
Ｑ上位法が製造委託等という文言となった背景は
Ａ：国としては製造分野を新たに対象に加えることで、保護の拡充を図るため

過疎計画に関すること

・議案第 15号　飛騨市過疎地域持続的発展計画について
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき、過疎地域持続的発展市町村計画を
　定めるもの
Ｑ前回計画からの新規項目について
Ａ：第二期総合政策指針において持続可能性が重視されたことを反映させた

職員の給与等に関すること

・議案第８号　飛騨市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　人事院勧告に基づく初任給調整手当の改正及び通勤手当について 100 キロメートル以上を上限と
　する新たな区分を新設するもの

内部組織に関すること

・議案第 11号　飛騨市内部組織設置条例の一部を改正する条例について
　公共施設の管理運営の「選択と集中」を強化するとともに、施設営繕の一元化にて効率化を図り、
　将来に向け持続可能な公有財産の運営を目指すため、本年４月１日より基盤整備部建築住宅課と
　総務部総務課管財係を統合し、新たに建築管財部を設置するための改正
Ｑ指定管理施設の相談窓口は一本化されるのか
Ａ：施設管理の大半は修繕に関する事項となるため、建築管財部が一元的に対応し、ソフト面につ
　　いては各課が所管することとなる

Ｑ第二種初任給調整手当の新設理由は
Ａ：最低賃金と給与改定のタイミングのずれにより、給与が最低賃金を下回る場合に対応するため
・議案第９号　飛騨市職員等の旅費に関する条例の全部を改正する条例について
　国内外における物価上昇など経済社会情勢の変化に対応するとともに事務負担軽減を図るために、
　国家公務員等の旅費に関する法律が改正されたことを受け、国家公務員に準じて市条例を見直すもの
Ｑ１キロメートルあたりの車賃が 20円から 40円に引き上げられた根拠は
Ａ：国の基準を参考にし、市独自にガソリン代と車両の減価償却分を積算した結果である
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予算に関すること

・議案第 30号　令和７年度飛騨市一般会計補正予算（補正第５号）
　１億 5,759 万１千円を増額、補正後の予算額は、230 億 1,275 万９千円
・議案第 31号　令和７年度飛騨市国民健康保険特別会計補正予算（補正第３号）
　事業勘定の 2,517 万９千円を減額、補正後の予算額は、25 億 7,586 万４千円、直営診療施設
　勘定の 372 万１千円を減額、補正後の予算額は、２億 72 万円
・議案第 32号　令和７年度飛騨市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２号）
　233 万８千円を増額、補正後の予算額は、５億 1,968 万６千円
・議案第 33号　令和７年度飛騨市介護保険特別会計補正予算（補正第３号）
　保険勘定の１億 1,088 万９千円を減額、補正後の予算額は、33 億 8,350 万７千円

Ｑ５年に一度の国勢調査で色々な調査方法があるが現状はどうなのか
Ａ：昨年実施した中ではインターネットでの回答が６割程度になっている

定例会の概要

・議案第 10号　飛騨市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　について
　岐阜県最低賃金が令和７年 10月から 1,065円になるなど、近年、賃金の上昇がつづいているが、
　市の標準的な報酬額は、飛騨市合併当時のままの運用となっていることから、非常勤の特別職職員
　の報酬額の見直しを行うもの
Ｑ合併当時から報酬が据え置かれてきた理由は
Ａ：デフレ経済下では大きな変動がなかったため

令和７年度　補正予算

・議案第 34号　令和８年度飛騨市一般会計予算
　当初予算額は、188 億 9,000 万円、前年度比較、９億円の減額
・議案第 35号　令和８年度飛騨市国民健康保険特別会計予算
　事業勘定の当初予算額は、23 億 7,560 万円、前年度比較、１億 4,720 万円の減額、直営診療施設
　勘定の当初予算額は、２億 730 万円、前年度比較、1,230 万円の増額

令和８年度　当初予算

企画部

Ｑ地域イベント補助金減額される場合は
Ａ：実施にあたって協賛金等を集められた場合は補助金が減額となる

商工観光部

Ｑ学校用タブレット更新の減額について、当初見積もりと差金の考え方は
Ａ：当初一般的なものとして想定していたが、県での一括購入になり市単独で購入するより安価になった

教育委員会事務局

・議案第 36号　令和８年度飛騨市後期高齢者医療特別会計予算
　当初予算額は、5億 7,210 万円、前年度比較、5,960 万円の増額
・議案第 37号　令和８年度飛騨市介護保険特別会計予算
　保険勘定の当初予算額は、32 億 1,000 万円、前年度比較、4,710 万円の減額、事業勘定の当初
　予算額は、1,240 万円、前年度比較、40 万円の増額
・議案第 38号　令和８年度飛騨市下水道汚泥処理事業特別会計予算
　当初予算額は、１億 9,100 万円、前年度比較、500 万円の減額
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Ｑ選挙の投票時間の短縮は検討されたのか
Ａ：時間別においては夜間に投票する者は少ないため次回から繰り上げることを検討している

・議案第 39号　令和８年度飛騨市駐車場事業特別会計予算
　当初予算額は、310 万円、前年度比較、10 万円の増額
・議案第 40号　令和８年度飛騨市給食費特別会計予算
　当初予算額は、3,750 万円、前年度比較、410 万円の減額
・議案第 41号　令和８年度飛騨市水道事業会計予算
　収益的収入の当初予算額は、５億 5,818 万７千円、収益的支出の当初予算額は、５億7,679万１千円、
　資本的収入の当初予算額は、５億 220万８千円、資本的支出の当初予算額は、６億 9,904 万４千円
・議案第 42号　令和８年度飛騨市下水道事業会計予算
　収益的収入の当初予算額は、13億2,258 万８千円、収益的支出の当初予算額は、13億 3,450 万５千円、
　資本的収入の当初予算額は、４億 6,708 万７千円、資本的支出の当初予算額は、８億 102万３千円
・議案第 43号　令和８年度飛騨市国民健康保健病院事業会計予算
　収益的収入の当初予算額は、17億 8,424 万４千円、収益的支出の当初予算額は、20億 2,520 万４千円、
　資本的収入の当初予算額は、9,500 万４千円、資本的支出の当初予算額は、２億 250万４千円

総務部

ＱCoIU への支援内容は
Ａ：新入学生への応援金、市職員による地方行政等の講義など。講義内容に応じて適切な講師を選ぶ
　　考えである

企画部

Ｑローズガーデンの来年度の活性化策は
Ａ：バラ園管理委託の継続、地元団体への業務委託、暖房設備導入などを予定している

河合振興事務所

Ｑ万波そばの集落支援員の当てはあるのか
Ａ：若い方が興味をもっていただいており前向きに進んでいる

宮川振興事務所

Ｑカミオカラボと周辺商業施設の連携はどう進めるのか
Ａ：商工観光課と連携し、ラボ来館者を土産物店や飲食店へ回遊させる取り組みを進める

神岡振興事務所

Ｑ入園・入学準備品購入支援を現金給付化する理由は
Ａ：クーポン券は利用店舗や品目が限られ使いにくいとの声があったため、現金給付に変更する

市民福祉部

Ｑ高齢者への熱中症予防に対するエアコン導入支援で、非課税世帯に限定する理由は
Ａ：補助を出す時に、どこかで線引きをしなければならず、実施に際してよく検討したい

環境水道部

Ｑ広く荒廃し草木が繁茂している土地が見受けられるが、獣害対策として、対応は考えているか
Ａ：土地所有者が対応されるのが基本ではあるが、市も部署をまたいで現状確認を行い対応を考えたい

農林部
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専決処分の承認に関すること

定例会の概要

Ｑ地域クラブ活動のハラスメント防止はどうするのか
Ａ：ガイドラインを策定し、指導者研修を実施する

教育委員会事務局

Ｑ消防団に所属していない市民が消火活動時に適用される保険はあるのか
Ａ：消防団と同等の公務災害保障が一般市民の消火協力者にも適用される

消防本部

Ｑ更新しない機器が故障した場合はどう対応するのか
Ａ：保守契約や修繕費で対応し、必要に応じて突発更新用予算や補正予算で対応する

病院事務局

Ｑ市内商店街のマーケットは縮小し、店舗も減少しているがその対策は
Ａ：市内にしか顧客を求めるしかない店舗には、知恵と工夫を凝らしていただくことを期待し、
　　その部分を支援する。変わろうとする意欲に期待したい

商工観光部

Ｑ各振興事務所に配分している振興費（工事費等）について、増額はできないか
Ａ：現状では前年同額を保つのが精いっぱいである。年間一千件（箇所）以上の要望を受け６割程度
　　応えているが、減った分は翌年にまた要望が増える状況で、優先順位の高いところから順次対応
　　していく

基盤整備部

・承認第１号　令和７年度飛騨市一般会計補正予算（専決第２号）
　【専決第１号】衆議院議員選挙に伴う補正
・承認第２号　令和７年度飛騨市一般会計補正予算（専決第３号）
　【専決第２号】市道除雪費用の増額に伴う補正

発議に関すること

・発議第２号　飛騨市議会委員会条例の一部を改正する条例について
　飛騨市内部組織設置条例の一部改正により建築管財部が新設されたことから、飛騨市議会委員会
　条例に、建築管財部を追加するもの

3 月 9 日　総務常任委員会審議の様子 3 月 9 日　産業常任委員会審議の様子
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議案第 17 号 飛騨市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 賛成者多数で可決

反対討論
　この４月から、すべての医療保険に「子ども・子育て支援金」を上乗せして徴収する。税でも保険料でもない
新たな負担を国民健康保険に紛れ込ませて取るなど賛成できない。国保料の負担の重さは、公務員の保険料と比
較するとあきらかで、公務員は労使折半で２分の１を事業主・自治体が負担する。
　公務員は市民の税金で半額負担してもらうが、国保料は全額自己負担。そこからさらに支援金と称して徴収す
る改正には反対する。

籠山 恵美子議員
こみ やま え み こ

籠山 恵美子議員
こみ やま え み こ

籠山 恵美子議員
こみ やま え み こ

籠山 恵美子議員
こみ やま え み こ

議案第34号 令和８年度 飛騨市一般会計予算 賛成者多数で可決

反対討論
　新年度予算に、見直すべき政策があり矛盾点を指摘する。国の小学校給食の無償化に合わせ中学の無償化を求
めると、市は「国がやるべき」と一蹴。高校生のタブレット購入に補助を求めても「県がやること」と一瞥もない。
一方、市は私立大学の学生には入学祝い金、生活支援金など手厚い。納税者である市民の子には何の支援もなく、
あるのは奨学金の貸し付けだけである。そのほか、いくつもの重要な矛盾点を厳しく批判して反対する。

議案第35号 令和８年度 飛騨市国民健康保険特別会計予算 賛成者多数で可決

反対討論
　議案第 17 号で反対理由を詳しく述べたので多くは言わない。
　国民健康保険特別会計には、子ども子育て支援金が加入者世帯から 280円毎月徴収され、納付金として
1,300万円支出されるので反対する。

議案第36号 令和８年度 飛騨市後期高齢者医療特別会計予算 賛成者多数で可決

反対討論

賛成：○ 反対：×

　子どものいない後期高齢者医療の加入者からも、子ども子育て支援金が一人当たり160円徴収される。しか
も保険料に紛れ込ませて一括納付金として広域連合に支出される。
　やり方まで姑息で、とても賛成できるものではない。

定例会の概要

討　論 ※意見を出して論じ合うこと

議　案 佐 藤

○

○

○

○

中 田

○

○

○

○

小笠原

×

○

×

×

水 上

○

○

○

○

上ヶ吹

○

○

○

○

森

○

○

○

○

井 端

○

○

○

○

澤

ー

ー

ー

ー

住 田

○

○

○

○

前 川

○

○

○

○

野 村

○

×

○

○

籠 山

×

×

×

×

高 原

○

○

○

○

第17号

第34号

第35号

第36号

（議長）


